
MEK溶剤が使えるサーマルヘッドで有機TFTを造るー１

船井電機_ソルベントインク対応ヘッド
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・解像度：600ｄpi
・吐出量：22PL
・印刷幅：12.7ｍｍ
・プリントギャップ：～6ｍｍ

・インクﾀﾝｸ:46mL

株式会社ワイ・ドライブ



基板（ガラスor樹脂or紙）

ゲート電極（Ag）ソース電極（Ag） ドレイン電極（Ag）

絶縁膜（樹脂）

有機半導体膜

素子寸法：３００～５００μｍ

３００～５００μｍ

・下層から積み上げで、構成しやすいボトムゲート構造ＴＦＴ
・動作特性より、製作のし易さを重視する（初期目論見）

サーマルヘッドでの評価実験における有機ＴＦＴ構造

印刷解像度600ｄpi⇒42μｍドット

サーマルヘッド・MEK溶剤可能なヘッドで吐出できた層

絶縁膜

塗布ＮＧ

正孔輸送剤

塗布ＮＧ

S/D電極⇒Ａｇﾅﾉｲﾝｸ膜

G電極⇒Ａｇﾅﾉｲﾝｸ膜

有機半導体膜

ゲート絶縁膜：ﾋﾟﾝﾎｰﾙ有
※ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞで吐出不可
※有機半導体溶剤
に侵されないこと

正孔輸送層剤
※ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞで吐出不可

株式会社ワイ・ドライブ



MEK溶剤が使えるサーマルヘッドで有機TFTを造るー２

硝子に金属Ｓ・Ｄ電極を
蒸着し、暫定的に「ポリ
イミド薄テープ」を絶縁
膜として貼付け（厚み
１５μm）後、有機半導
体を塗布。

ソース電極に5０KΩを付
け、ドレイン電圧を5０V印
加し、ゲートに50Vｐｐの
信号印加で、１０KΩ端の
電圧を観測した。
特性は良くないがＦＥＴと
して機能していることを確
認している

上の写真は、金属Ｓ・Ｄ
電極上に、ＰＩ（ポリイミド
インク）を塗布したが、
微小なピンホール・ボイ
ドがあり、金属電極と有
機半導体が導通し、絶
縁膜として機能しない

インクジェット塗布にて、
微小なピンホール・ボイ
ドが起きない「絶縁膜イ
ンク」が必須である



サーマルヘッド・MEK溶剤可能なヘッドで
￥200万円/台で有機TFT 印刷センサー制作機

の実現を目論む

サーマルヘッド印刷機
A4サイズ・XY駆動メカ

有機ＴＦＴ用インクカートリッジ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
3個搭載

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
3個搭載

印刷制御器



有機ＴＦＴ用インク塗布：構想資料

Ｓ電極

Ⅾ電極

G電極＋絶縁膜Ａｇナノ
インク膜

Ｓ電極

Ⅾ電極

有機
半導体膜

ゲート電圧 ： ～５０V
ドレイン電流： 数１０μA



有機半導体

塗布ＯＫ

絶縁膜

塗布ＮＧ

正孔注入剤
等

塗布ＮＧ

銀ナノインク

塗布ＯＫ

インクジェット塗布
可能な絶縁膜
⇒ｻｰﾏﾙﾍｯﾄﾞ用には
沸点の低い溶剤
＋有機半導体の
溶剤に侵されない

一般論として絶縁膜
⇒塗布硬化後に膜に
ﾋﾟﾝﾎｰﾙが無いこと

⇒硬化法はＵＶ/熱
など可

有機半導体

塗布結果

溶剤系の黒

塗布結果

溶剤系のｲﾝｸｼﾞｪｯ
ﾄ塗布可能な有機
半導体

⇒塗布ＯＫ

水系のｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ
塗布可能な銀ナノ
インク

⇒塗布ＯＫ

有機ＴＦＴ用インク塗布：現状の課題



インクジェット塗布可能な絶縁膜

⇒サーマルヘッド用には
沸点の低い溶剤に溶けた膜

＋有機半導体の溶剤に侵されない膜

※サーマルヘッドではインクが300℃程度
で瞬間的に気化し膨張する必要がある
⇒気化・膨張しなければ吐出しない

※一般論として絶縁膜への要求特性
⇒塗布硬化後に膜にﾋﾟﾝﾎｰﾙが無いこと
⇒硬化法はＵＶ/熱などが良い

正孔注入層（ＨIＬ）等

⇒サーマルヘッド用には
沸点の低い溶剤に溶けた膜

＋有機半導体の溶剤に侵されない膜

※サーマルヘッドではインクが300℃程度
で瞬間的に気化し膨張する必要がある
⇒気化・膨張しなければ吐出しない

サーマルヘッド・MEK溶剤可能なヘッドで
吐出可能な「絶縁膜」「正孔注入剤」でご協力いただける

企業様を探しています
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